
１．はじめに
　近年，巨大災害に見舞われた被災地では，地域
で起こった災害に関する資料を展示するミュージ
アムの設置が相次いでいる。１９９５年の阪神・淡路
大震災の後に設置された「阪神・淡路大震災記

念　人と防災未来センター」（以下，「人と防災未
来センター」），「北淡震災記念公園　野島断層保存
館」，１９９９年のトルコのマルマラ地震災害の後に
設置された「地震文化博物館」，台湾の集集地震の
後に設置された「九二一地震教育園区」，２００４年の
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Abstract

 Many natural disaster museums have been established in disaster-stricken areas as a 
means of transferring past disaster experiences. Although these museums emphasize the 
importance of disaster memory transference, some exhibit images but no memories. As 
a “place of memory,” the museum has the power to recall not only past memories, but 
to evoke new ones. In this study we focus on memory transference through natural 
disaster museums. First, we review the concept of memory and approaches that 
previous studies have taken toward examining the exhibition of memory in museums. 
Then, we analyze exhibits that attempt to convey memories in recently-established 
museums dedicated to memorializing disaster. Finally, we use our findings to propose 
understanding natural disaster museums through the perspective of memory transference.

キーワード： 災害ミュージアム，記憶
Key words： natural disaster museum, memory

＊＊ 京都大学防災研究所
    Disaster Prevention Research Institute, Kyoto University

本論文に対する討論は平成２３年２月末日まで受け付ける。

＊ 公益財団法人ひょうご震災記念２１世紀研究機構人と防災
未来センター

   Disaster Reduction and Human Renovation Institution



阪本・矢守：災害ミュージアムを通した記憶の継承に関する一考察

インド洋津波災害の後に建設された「津波博物館」
などである。本研究では，これらの災害に関する
資料を収集・保存するとともに展示を行っている
施設を災害ミュージアムとする１）。
　災害ミュージアムの多くは，災害という出来事
を忘れないこと，それによる教訓を伝えることを
目的に掲げている。しかしながら，その一方で，
災害という出来事の多様な記憶を表象する場とし
ては機能しておらず，それ故に，災害の記憶の継
承が難しいのではないかという議論もみられる。
　本研究の目的は，災害ミュージアムを通した，
災害の記憶継承について考察し，その一助になる
ことにある。本研究はまず，記憶の概念とミュー
ジアムにおける記憶の展示について先行研究を通
して整理する。次に，近年，巨大災害に見舞われ
た被災地に設置された災害ミュージアムで行われ
ている展示を，記憶に着目して分析する。以上の
議論を踏まえ，最後に，災害ミュージアムを通し
た記憶の継承に有効な方策を提案する。

２．記憶とその継承
２．１　記憶の概念
　物理的な衝撃としての災害は一過性の出来事で
ある。我々が被災経験の継承ということを考える
場合，その出来事を経験した個々人の内面に，あ
るいはその出来事が発生した物理的空間に，痕跡
として残されている記憶が，どのように継承され
るのか，という点を探る必要があるだろう。本節
では，記憶が，どのような概念であるのかについ
て，先行研究から考察する。
　記憶について，フランスの社会学者アルヴァッ
クスは，「われわれの外部にある証拠の総体が想い
出の恒常的な塊として現れるためには，その総体
の中に記憶の種子を持ち込むことが必要なのであ
る」と述べている（アルヴァックス，２００６，p ６）。
出来事を経験した個々人の中には，それに関する
何らかの痕跡が残されている。出来事を回想す
る，誰かに会う，何かを見ることにより，その痕
跡は想い出として想起され，認識される。
　記憶は個々人に属するものであるが，それなら
ば，地震のように同じ出来事を複数の人が経験し

た場合，その出来事を経験した集団の記憶とはど
のようなものなのだろうか。
　個々人は，学校，職場，趣味のサークルなど同
時に複数の集団に属している。「久しぶりに学生時
代の友人に会ったら，忘れていた学生時代のこと
を想い出した」というように，共通の出来事を体
験した他者を通し，想い出が想起されることがあ
る。アルヴァックスの「集合的記憶」の概念は，
このように，個々人の記憶が集団に支えられてい
ることを示している。
　ただし，「大量の共通の想い出は相互に依拠し
合っているが，そのうちで，各々の成員に最も強
い印象をもって表われるのは，同じ想い出ではな
い」（アルヴァックス，２００６，p４３）というように，
個人的記憶は，集合的記憶の一側面であり，それ
は集団の中で個人が占める位置により異なる。
　アルヴァックスは，個人的記憶・集合的記憶と
対峙するものとして歴史を位置付けており，集合
的記憶は，過去からの「連続的な思考の流れ」で
あり「何ら人為的なものを持たない」という点と，
「たくさんある」という点で歴史とは異なると述べ
ている（アルヴァックス，２００６，p８８～９９）。集合
的記憶は，「人間の生命のふつうの長さを超えるこ
とはなく，多くの場合，それよりはるかに短いの
である」（アルヴァックス，２００６，p９８）というよ
うに，あくまで生きている人に担われている。
　これに対し，ノラは，集合的記憶が「記憶の場」
に刻まれることにより，時空間を超えて想起され
ることを提起している（ノラ，２００２）。ノラは，ほ
ぼ１０年の年月と，１２０人の共同執筆者を動員し，
フランス国内の，集合的記憶が根付いている様々
な「記憶の場」に残されている記憶をたどること
により，記憶の歴史を構築しようと試みた。「記憶
の場」とは，「物質的な場」あるいは空間的な場の
みならず，「象徴としての場」「機能としての場」
という属性を，程度は異なれども同時に併せもつ
ものである（ノラ，２００２，p４８）。例えば，文書館
は物質的な場のみならず，想像により象徴的な
オーラが与えられることにより記憶の場となる。
一分間の，黙とうは，象徴的な場ではあるが，同
時に集中的な想起に用いられる（ノラ，２００２，
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p４８）。
　これらの，アルヴァックスやノラの議論におい
ては，集合的記憶はあくまで自然なものとされて
いるが，これに対し，集合的記憶が人為的な操作
により構築されたものであるとの指摘がみられる
（森村，２００６，p２２～２４）。記憶の操作性について
は，藤原による戦争の記憶に関する研究にもみら
れる（藤原，２００４）。戦争は，集団を横断した経験
であることから，その記憶についても個人・共同
体・民族・国家という異なるレベルを結びつけて
捉えることができる。個人の記憶と集団との記憶
の関係については，個人の記憶が「民族」や「社
会」の記憶と結びつく必然性はなく，共同性や抽
象性が高まるほど記憶というよりは，政治的な目
的によって操作されるイデオロギーとしての性格
も生まれる（藤原，２００４，p４９～５０）。
　記憶の場は，その記憶を継承するという目的
で，意図的に創りだされる。記憶の場を創りだす
集団が，民族・国家というようなより大きなもの
になるほど，そこに刻まれる記憶は，抽象的なも
のとなり，自然なもの，あるいは，多様なもの，
というような記憶の特質は薄れていく２）。また，
中には取捨選択されることにより，忘却されてし
まう記憶も，また次節で詳細に述べるが，保存す
ること自体が忌避され，それにより欠如してしま
う記憶もある。
　しかしながら，記憶の場に変化の余地があるな
らば，その場を通し，新たな記憶が想起される可
能性がある。ノラが，「記憶の場が存在するのは，
その意味がたえず変わり，その枝が予期できない
かたちで茂るなかで，変化に対して適応力をもっ
ているからなのである。また，それゆえにこそ記
憶の場は情熱を呼ぶのである」（ノラ，２００２，p４９）
と述べているように，記憶は，時空間を超えて新
たな記憶を想起させる点において，無限のパワー
を持つのである。
　したがって，我々が記憶の継承ということを考
える場合，記憶を刻む場が，記憶の想起を促す場
となっているのか，ということが重要である。例
えば，阪神淡路大震災という出来事についていう
ならば，「１９９５年１月１７日に阪神・淡路大震災が起

こった」というように，出来事をそれが起こった
年月日とともに事実として，あるいは歴史として
刻むのではなく，阪神・淡路大震災の記憶を刻む
場が，果たして新たな記憶を想起させる場となっ
ているのか，が重要なのである。

２．２　ミュージアムと記憶
　「ミュージアムは意図的に，個人的記憶につい
ても集合的な記憶についても自然本性的な腐食を
防ぐために，記憶を物体的な形態へとつくりかえ
る」（クレイン，２００９，p１８）。
　ミュージアムは，多様な記憶をコレクションと
して保存するとともに，展示を通して訪問者に新
たな記憶を想起させることが可能である。本節で
は，記憶とミュージアムの係わりに着目したクレ
インによる『ミュージアムと記憶―知識の集積/展
示の構造学』（クレイン，２００９）を中心に，ミュー
ジアムを通した記憶の想起について考察する。
　クレインの研究は「いかなる仕方において，
ミュージアムと記憶は互いを成型するのか」を視
点としている（クレイン，２００９，p  ７）。ミュージ
アムの歴史に関する議論においては，ミュージア
ムがさまざまな展示資料に意味を与えるプロセス
が重視されていたが，そこには，特定の観衆，公
衆，共同体，国家に属することにより客観化さ
れ，ミュージアムのコレクションを介して再現さ
れる記憶に関する議論が暗黙裡に含まれていた。
これに対し，現代の記憶のミュージアムは，「時を
凍らせる」ことを目的とし，オブジェの展示を通
して「時を超えた状態」を達成しようとしている。
ミュージアムでは，記憶を展示物として保存し，
固定化する（以下，「記憶の固定化」とする）が，
それは，同時にその固定化された展示物を通して
新たな想起を促すためでもある（クレイン，２００９，
p ９～１０）。
　クレインの研究において，記憶の固定化に伴う
課題を示しているのが歴史ミュージアムの展示に
焦点をあてたウィルソンの分析である（ウィルソ
ン，２００９）。
　ウィルソンは，ロサンジェルスのサウスウエス
ト・ミュージムに設置された「カリフォルニアの
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人びと」というギャラリーについて以下のように
考察している。
　ある展示ケースの中には，乳児を入れて運ぶ網
籠が展示されており，その同じケースの中の異な
るカテゴリーに，ゴールド・ラッシュ時のピスト
ル，金の鍋，金の定規，火薬入れなどの物品が展
示されている。
　この一見何ら違和感を感じさせないような展示
に対し，同ミュージアムを訪問するアメリカン・
インディアンは嫌悪感を示す。アメリカン・イン
ディアンにとって網籠は，乳幼児のための祈りを
込めて作られた，儀礼と家族との結びつきを表象
するものである。その一方で，ゴールド・ラッ
シュ時の物品は，ゴールド・ラッシュと時を同じ
くした先住民の大量殺戮を表象するものであるた
めである。
　この事例は，展示されている物資料が，出来事
の記憶を表象する痕跡であり，その記憶は現在の
アメリカン・インディアンにも共有されているこ
と，そして，痕跡の展示が記憶の担い手であるア
メリカン・インディアンの視点から再構築されて
いないこと，これらの理由により，展示に対して
嫌悪感が想起されることを示している。記憶を固
定化するということは，過去の出来事の痕跡を用
いて出来事のイメージを創出することではなく，
個々の痕跡がどのような記憶を表象しているのか
という点を理解し，そのうえで，その記憶の担い
手の視点から出来事を留めることなのである。
　また，クレインは，トマスによる東京都写真美
術館を中心とした写真展の分析を通し（トマス，
２００９），記憶の固定化における，記憶の「欠如」と
いう課題を示している。
　ここでいう，記憶の「消失」とは，欠落してあ
るべきところにないが，そこにあることが望まれ
ていることである。「欠如」とは，本来実在してい
るにもかかわらず，望まれないために不在となっ
ているものがそこにはあることが，言外に意味さ
れることである（クレイン，２００９，p１９）。例えば，
東京都写真美術館において日本の歴史が不在であ
ると指摘するトマスの考察については，日本が
「過去と関係をもつこと」を欲していないというこ

とよりも，忌避された過去と関係を持つことを欲
していないことが示されていると認定されてい
る。日本では，戦争の記憶は忘却されているので
はなく，欠如しているのである。ただし，記憶が
欠如すると，その記憶が想起される可能性は摘み
取られてしまう。
　それでは，ミュージアムはどのようにして記憶
を想起させるのか。クレインは，ミュージアム
は，主体性と客観性の衝突を喚起させる場である
としており，「私的なものと公的なもの，個人的な
ものと組織的なもの，主観的なものと客観的なも
の間の一連の衝突は，ミュージアムと記憶の間に
新しい，きわめてエネルギーに満ちた関係性を創
出するのである」と述べている（クレイン，２００９，
p１５）。
　このような考え方を実現した事例として捉えら
れるのが，フェーアによる，展示資料に対し，通
常とは異なる解釈を提示する「アイロニック・
ミュージアム」の展示である（フェーア，２００９）。
フェーアは，ドイツのハーゲン市のミュージアム
の館長に就任した際に，「サイレンス」という題で，
なにも展示しないという試みを行ったのである。
さらに，クレインは，「ジュラ期において存在しな
いはずの技術」という不思議な名前を持ち，珍品
奇品を展示することにより，訪問者を困惑させる
「ジュラシック・テクノロジー・ミュージアム（ウィ
ルソン氏の驚異の陳列室）」の事例を提示している
（クレイン，２００９）。これらのミュージアムでは，
訪問者が展示に対し想い描くイメージとのギャッ
プを生みだすような展示が意図して行われてい
る。展示に対し訪問者が違和感を抱き，それが，
訪問者に新たな記憶を想起させ，記憶を動的なも
のとして浸透させる。
　クレイン同様にミュージアムにおける記憶の展
示に着目した「人びとの記憶と博物館展示」と題
する布谷と安田の対談において，安田は，思想史
研究で用いられる「レトロスペクティブ」とその
対になる「プロスペクティブ」という言葉を用い
て記憶の展示について述べている（布谷・安田，
２００９，p  ７～８）。
　レトロスペクティブは，「今から振り返ってみれ
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ばこう見える」ということであり，プロスペク
ティブとは，「その時，その時点に立ってみる」と
いうことである。記憶の展示においては，この双
方のバランスが重要であるもにも関わらず，「今か
ら見れば歴史はこうだった」というかたちで構成
された，すなわちレトロスペクティブな展示が多
い。一方の，プロスペクティブな展示とは，可能
な限りさまざまな資料を用いながら，全体として
復元していくものであり，それも細部を詳細にわ
たり積み重ねるものである。それにより，当時生
きていた人びとの想いを想起させる。
　以上の議論をまとめると，ミュージアムが，展
示を通して記憶を想起させるには，まず，記憶を
固定化すること，ただし，出来事を特定の視点か
ら判断し，それに沿う形でイメージを創出するの
ではなく，記憶の痕跡を記憶の担い手の視点から
留めることが重要である。次に，新たな想起を促
すために，それを多様な視点から展示として再構
築する。例えば，敢えて訪問者にギャップを感じ
させるような展示構成とする，あるいは，特定の
場面に焦点をあてつつも，それを詳細に細部にわ
たるまで再現するようなプロスペクティブな展示
構成とすることが考えられる。つまり，ミュージ
アム自らが，記憶を動的に想起させるための媒介
（メディア）となることが重要なのである。

３．災害ミュージアムと記憶
３．１　調査概要
　それでは，巨大災害に見舞われた被災地で相次
いで設置されている災害ミュージアムは，自ら
が，記憶を動的に想起させるためのメディアと
なっているのであろうか。
　災害ミュージアムにおける記憶の展示を把握す
るために，ミュージアムの調査を実施した。調査
を行ったのはいずれも，近年巨大災害の後に設置
されたミュージアムである。
　調査においては，ミュージアムの概要を把握す
るとともに，災害という出来事の記憶がどのよう
に展示されているのかという点に着目した。ま
た，展示の視点については，可能な場合は展示に
携わる学芸員，運営に携わるスタッフ等に対し，

どのような視点から展示を行っているのかの聞き
取りを行った。
　記憶の想起と深く関連すると思われる展示とし
ては，以下の３つに着目した。
①被災者のメモ書き，音声テープ，災害時に着てい
た服，地震により壊れた時計など，出来事に関す
る個人的記憶を伝える現物資料（一次資料） ４）。
②活断層，あるいは地震動により壊れた建物とい
うような，出来事を起こしたハザード現象に関
する現物資料（一次資料）。

③出来事を伝える写真，映像，文書などの資料
（二次資料）である。
　現地調査は，主に２００８年７月～１２月にかけて実
施した３）。調査結果を表１に記す。

３．２　ミュージアムにおける記憶の展示の考察
　調査を行ったミュージアムは，全て災害復興過
程において設置されたものであった。そのためほ
とんどのミュージアムが，地域で起こった災害の
記憶の保存，あるいは被災経験の継承を設置の目
的として掲げていた。また，映像，写真を駆使し
た災害のイメージの創出を試みた展示は，全ての
ミュージアムに共通してみられた。
　展示のうち，個々人の記憶を伝える現物資料が
多数収集・展示されていたのが，１９９５年の阪神・
淡路大震災後に設置された「人と防災未来セン
ター」であり，災害を起こしたハザード現象の痕
跡を中心に展示が構成されていたのが１９９９年の台
湾の集集地震の後に設置された「九二一地震教育
園区」であった。
　なお，トルコで１９９９年に起こったマルマラ地震
からの復興過程に建てられた「マルマラ地震文化
博物館」には被災した小学生から集められた作文
が数点展示されている他，犠牲者の名前を記した
追悼碑が展示されていた。同じくトルコのカイナ
シュル市にある「１９９９． １１． １２地震・記念情報館」
においては，犠牲者の写真とともに，その家族の
想い出が展示されていた。また，２００４年インド洋
津波の被災地であるインドネシアのバンダアチェ
に建てられている「インド洋津波災害資料館」は，
被災者の語りを収録した映像収集を試みていた
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表１　災害ミュージアム調査結果概要

インドネシア台湾トルコ日本国名

インド洋津波災害
資料館（シャクア
ラ大学）

九二一地震資料
展示陳列室

九二一地震教育
園區

カイナシュル
１９９９．１１．１２
地震記念・情報館

マルマラ地震文化
博物館

阪神・淡路大震災
記念人と防災未来
センター

博物館名

地震地震地震地震地震ハザードの種類

スマトラ・アンダ
マン地震津波集集地震デュズジェ・カイ

ナシュル地震コジャエリ地震阪神淡路大震災災害名

２００４年１２月２６日１９９９年９月２１日１９９９年１１月１２日１９９９年８月１７日１９９５年１月１７日災害発生年月日

２００９年開館予定２００１年９月２１日２００４年９月２１日２００５年１１月１２日２００４年８月１７日２００２年博物館設置
年月日

博物館概要

シャクアラ大学台湾省政府行政院教育部カイナシュル市，
ADV（NGO）アダパザル中央市兵庫県・国博物館設置

機関

シャクアラ大学旧台湾省政府國立自然科學博物
館營運管理

カイナシュル市，
ADV（NGO）アダパザル中央市

財団法人ひょうご
震災記念２１世紀研
究機構

博物館設置
運営機関

まだ開館していな
い不明

２００５年　７９万人
２００６年　４４万人
２００７年　３２万人

５００人/年累計２４１，１８２人
（１５００人/週）

年間約６０万人
（累計３００万人
２００８年６月）

訪問者数

一般市民一般市民　
・学校団体（小中
学校の修学旅
行）
・その他の団体

教師，学生，防災
担当実務者

アダパザル市民，
初等学校（日本の
小中学校に相当），
一般市民

学生（含む小中学
校の修学旅行），
防災担当実務者，
一般市民

主たる訪問者

現在収集中である
が以下のものを検
討
・被災経験を伝え
る資料
・復興に関する資
料
・被災者の声

地震の成因・被害
状況などパネル・
映像を用いた解説

・地震で倒壊した
中学校校舎・競
技場などの現物
資料の展示
・現物資料を活用
した防災対策や
自然現象の説明

・住民により提供
された災害の記
憶を伝える物の
展示
・被災の記録・復
興の記録
・ハザード現象に
関する資料

・地震発生時の状
況を伝える写真
を中心とした展
示
・模型（地震によ
り物が散乱した
部屋の中の様
子）
・作文

・震災の追体験（地
震動を伝える映
像，復興の街並
みを再現したジ
オラマ，復旧・復
興に取り組む人
びとの映像）
・震災の記憶（ジオ
ラマ，市民によ
る資料，語り部）
・防災・減災を学
ぶ

主な展示内容

展示概要

・災害の瞬間を再
現
・防災の取り組み
を伝える

再建の成果と未来
への展望

・教育・学術的資
料
・被害と記憶の保
存
・防災教育
・復興祈念

・被害の記憶の保
存
・防災のための取
組紹介

・地震の瞬間の再
現
・被災経験を伝え
ることにより防
災を促進する

阪神・淡路大震災の
経験を語り継ぎ，
その教訓を未来に
生かすことを通じ
て，災害文化の形
成，地域防災力の
向上，防災政策の
開発支援を図り，
安全・安心な市民協
働・減災社会の実現
に貢献する

展示の目的・
視点

被災者の声を収集
し，デジタルライ
ブラリーとして公
開する予定

再建をテーマにし
て お り，被 災 イ
メージ，復建後の
イメージのパネル
や模型

・地震で倒壊した
現物資料が展示
の中心にある
・防災教育を重視
しており，体験
型の展示が多数
ある
・多数のボラン
ティアが博物館
の運営に参加し
ている
・開設後も，展示
館が増設され，
また，展示が更
新されている

・地域住民一人一
人の記憶を伝え
るために，各家
庭から寄贈され
た写真を展示
・訪問者が自分で
できる取り組み
を小学生でもわ
かるように，わ
かりやすい防災
の取り組みの説
明

展示の更新を検討
中

・市民の提供によ
り収集されたモ
ノ資料が展示さ
れている
・多数のボラン
ティアが博物館
の運営に関与し
ている
・多数の一次資料
　（１７１，４３７点）が
保存・公開され
ている
・体験型の展示が
みられる

展示の特徴

無無無
少し有り（市民か
ら提供された写
真）

少し有り（被災児
童から提供された
絵画と作文数点）

多数有（市民から
提供された現物資
料が多数有り）

①個人的記憶
を伝える現物
資料の有無

記憶の展示

有（津波で全壊し
た病院が施設に隣
接）

無
有（地震を起こし
た活断層，倒壊し
た学校校舎など）

無無無
②ハザード現
象を伝える現
物資料の有無

有（被災者のイン
タビュー記録映
像・写真・図書・
紙資料）

有（写真）有（写真・文書）有（写真・文書）有（写真・文書・
新聞など）

有（写真・文書・
映像・図書など）

③出来事を伝
える写真・映
像などの二次
資料の有無

阪本真由美松多信尚松多信尚阪本真由美木村周平阪本真由美調査者

Dirhamsha
シャクアラ大学教授松多信尚松多信尚，黄嘉慧

（日本語解説員）
Gulgun Tezgider
（ADV）

Ertu   rul Erdem
（アダパサール
中央市助役）

阪本真由美回答者
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（ただし，作成中のため展示は行われていない）。
このように，一次資料ではないものの，個々人の
記憶を伝えるための展示は複数のミュージアムで
行われていた。
　ここでは，特に一次資料による記憶の展示数お
よび展示面積が大きかった「人と防災未来セン
ター」および「九二一地震教育園区」に着目し，こ
の二つのミュージアムにおける記憶の展示につい
て詳細に述べる。

１）人と防災未来センター
　人と防災未来センターは，１９９５年１月１７日に起
こった阪神・淡路大震災という出来事とそれによ
る教訓を伝えるという目的で２００２年４月に日本国
政府と兵庫県により設置された。センターは，展
示，資料の収集・保存のみならず，若手研究者の
育成など多様な事業を実施している。展示部分は
年間５０万人以上の訪問者が訪れている。
　展示は，地震を追体験する映像を上映するシア
ター（４階），震災直後の町並みを再現したジオラ
マ（４階），一人の少女が震災を乗り越えて成長し
ていくストーリーを上映するシアター（４階），市
民により提供された災害の個人的記憶・集合的記
憶を展示するコーナー（３階），震災からの復興を
たどるコーナー，語り部からの話を聞くコーナー
（３階），様々な防災・減災策について実体験する
防災・減災体験のフロア（２階）から構成されて
いる。入館とともにエレベーターで４階へと案内
され，４階から順に下の階へと観覧する。
　同センターは，調査を行ったミュージアムの中
では最も多く記憶に関する現物資料を保有してい
る。阪神・淡路大震災の被災者などから集められ
た一次資料が約１７万点，二次資料が約３万４千点
保存されている。これらの資料の多くは，阪神・
淡路大震災の後に，市民から収集されたものであ
る。
　阪神・淡路大震災の復興過程においては，災害
の記憶を伝える多様な資料を収集するために，
様々な取り組みが行われた（佐々木，２００６）。行政
も資料収集に取り組み，１９９６年１０月には，兵庫県
の外郭団体である（財）２１世紀ひょうご創造協会

が，その後は（財）阪神・淡路大震災記念協会が
その業務を引き継ぎ，その資料が現在同センター
に保存されている（神戸大学，２００７）。
　これらの収蔵資料から選定された約８００点が３階
フロアの壁面に展示されている。その他の資料
は，　５階の資料室を通し閲覧することができる。
　同センターにおける記憶の展示については，「震
災一次資料の展示が総合的には『教訓』としてし
か位置付けられていない」「震災というできごとの
すべてを展示しているようでありながら，実際に
は震災のごく一面を一方的に伝えるものでしかな
かった」（笠原，２００９，p１０～１１）との指摘がみら
れる。なぜ，記憶の展示が「教訓としてしか位置
付けられていない」と捉えられているのだろうか。
３階フロアにおける記憶の展示から判断すると，
以下の理由が考えられる。
　まず，記憶の展示が行われている３階フロア
は，　４階で地震の映像，地震直後の街並みのジオ
ラマ，復興していく町と少女の映像というように
地震をはじめとする一連のストーリーが完結した
後に訪れる。そのため，　４階フロアで映像を通し
て見たイメージを補完するものとして記憶の展示
が位置付けられてしまう点である。
　次に，記憶を伝える資料が，「避難生活」「ボラ
ンティア」というようなタイトルの下で，特定の
ストーリーの下に集約され，再構成された写真と
ともに，展示されている点である。つまり，展示
が，記憶の担い手である個々人の視点からは再構
築されておらず，かつ，災害という出来事の全体
を浮かび上がらすものとしても位置付けられてい
ない点である。
　その一方で，同センターにおける，記憶の位置
づけを興味深いものとしているのが「語り部」の存
在である。現在，自らが被災した語り部３７名が，
ボランティアとして災害に関する想い出を訪問者
に語っている。これらの語り部の「語り」に着目し
た高野らの研究では，展示と語り部の語りとの相
互関係が分析されている（高野他，２００７）。
　高野らは，センターで行われている展示を「公
的な事実」として，そして語り部の語りを「私的
な語り」として位置づけており，聞き手が震災の

１８５
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語り部という役割に期待する「震災なるもの」の
語りとは異なる語りが聞かれることがあり，ま
た，語り部が聞き手に期待する反応が聞かれない
ことを「対話の綻び」としている。そして，公的
な震災のストーリーと，私的な体験談との間のズ
レから生じる対話の綻びによって，震災を経験し
ていない人が「それは私にも起こるかもしれない」
「わたしかもしれない」と感じる可能性を生み出す
と述べている（高野他，２００７，p１９３～１９５）。
　第２章で述べたように，展示に対し訪問者が違
和感を抱くことは，訪問者に新たな記憶を想起さ
せるきっかけとなる。語り部による語りが，自ら
の想い出を伝えるのみならず，訪問者が展示に対
し想い描くイメージとのギャップを生みだすもの
として機能することにより，想起が促される可能
性がある。

２）九二一地震教育園区
　台湾の「九二一地震教育園区」は，１９９９年９月
２１日に起こった，集集地震という出来事を伝える
目的で地震から５年後の２００４年９月２日に開館し
た。展示の空間面積という点においては，調査し
たミュージアムの中では最大のものであり，全壊
した中学校校舎や競技場，それを横断する活断層
というような現物資料が，補修を施された後に展
示として取り入れられている。開館時に比べてや
や少なくはなったものの，今でも，年間約３０万人
を超す人びとが同館を訪れている。
　ミュージアムは，車籠埔断層保存館，地震工学
教育館，映像館，防災教育館，再建記録館という
５館から構成されている。入ると，最初に校庭を
横断する活断層を展示する車籠埔断層保存館があ
る。そこでは，表面断層に加え，地下断層の説明
が，災害の痕跡でもある活断層を用いて行われて
いる。次いで，地震工学教育館では，耐震補修が
施された倒壊した中学校校舎が視察できるように
なっており，様々な耐震補修方法が紹介されてい
る。続く映像館では，災害とそこからの復興の軌
跡を映像を通して見ることができる。また，地震
動を疑似体験をできるシアターや様々なハザード
の映像上映するシアターも設置されている。さら

に，瓦礫の中の状況を体験するコーナーをはじめ
とする防災教育のための防災教育館，地域の自然
と復興を記した再建記録館がある。
　展示の中心にあるのは，地震を引き起こした活
断層とそれにより破壊された校庭や校舎そのもの
である。これらの痕跡はそれ自体が，災害に関す
る記憶を想起させる。
　その一方で，被災者のメモ書き，音声テープな
どの，個人的記憶やその想起と密接に係わると思
われる資料の展示は行われていない。館長と学芸
員に対し，その点を確認したところ，開館当初は
個々人の記憶を伝える資料を展示していたが，地
域の人々から，当時の記憶を想い出すことから
ミュージアムを訪れるのがつらい，ミュージアム
を訪れると悲しい気持ちになる，というような意
見が寄せられたことから，個々人の記憶の展示は
なくしたとのことであった。
　同館の設立経緯については，松多による考察が
詳しいが（阪本他，２００９），ミュージアム設置過程
において地域住民の理解を得るために，協議が繰
り返し行われており，住民の要望を汲んだ展示構
成とせざるを得なかったことが推察される。
　現在では，ミュージアムに対する地域住民の理解
は深く，地域住民は入館料が無料ということもあ
り，教育の場，交流の場，観光名所として活用され
ている。また，交流ボランティアとしても，地域の
人々がミュージアムの活動を支えている。
　このように，同ミュージアムにおいては，個人的
記憶が「欠如」している，すなわち，本来実在して
いるにもかかわらず，望まれないために不在となっ
ている。個人的記憶の欠如は，地域住民との共生を
選ぶことにより，導きだされた結論だったのであ
る。

４．おわりに
　本研究においては，災害の記憶に着目し，記憶の
想起について，災害ミュージアムにおける記憶の展
示を通して検討した。
　災害ミュージアムは，災害という出来事の記憶
を保存するとともに，新たな記憶を想起させるメ
ディアとして機能し得るが，そのためには，出来
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事を年月日とともに刻む，あるいは，出来事につ
いての創り上げられたイメージを展示するのでは
なく，その記憶を伝える痕跡を用いて出来事が起
こった時代背景とともに細部にわたり再現するよ
うなプロスペクティブな展示や，展示と訪問者が
抱くイメージとの間に何らかのギャップを抱かせ
るような展示構成とすることが重要である。
　今回調査を行った災害ミュージアムの多くは，
映像や写真などを活用して，災害のイメージを創
出しているものの，災害という出来事の記憶に着
目した展示を行っているミュージアムは多くはな
かった。その中で，個人的記憶の現物資料の展示
は「人と防災未来センター」において，また，ハ
ザード現象を伝える現物資料の展示は「九二一地
震教育園区」においてみられた。
　ただし，「九二一地震教育園区」については，個
人的記憶は欠如しており，それゆえ永遠に失われ
てしまう可能性があり，一方，「人と防災未来セン
ター」については，個人的記憶の現物資料が展示
に活かしきれていないという課題がみられた。ま
た，語り部と訪問者が織りなす記憶のギャップ
は，語りの内容に左右されるというような不確実
なものである。これらのミュージアムが，記憶を
動的に想起させるメディアとなるためには，現在
行われている記憶の展示を，より一層拡充させて
いくことが必要である。
　最後に本研究により得られた知見をもとに，記
憶の想起を促すような展示として以下のものを提
案する。
　第一に，災害とは，地震や台風などのハザード
が，社会に及ぼす様々な影響のことを指す。従っ
て，ハザードが，そこに住む人々の生活にどのよ
うな影響をもたらしたのかという視点から，災害
の記憶を留める多様な痕跡を活用して，時代背景
とともに，その出来事が起こった場としてできる
限り詳細に再現することが重要である。展示を創
りだす過程において，可能な限りその出来事を体
験した人の参加を得て，その視点から再現する。
また，視覚だけではなく，触れる，聞くというよ
うに，五感を通し展示を感じることができるよう
にすることも重要である。

　第二に，出来事に関する多様な記憶を展示する
ことである。災害の展示においては「威力」「破壊」
「恐怖」「悲しみ」「つらさ」などのイメージの下で
展示資料が再構築されているものがあるが，被災
者の災害に対する想いは多様なものである。特定
のイメージに偏らない，多様な視点からの展示が
必要である。
　第三に，出来事に対する想起を促すために以上
の展示を行ったうえで，災害による被害を軽減す
るために，正しいハザードの解説，災害による被
害を軽減するための災害対策を，研究者の視点か
ら提示することである。なぜなら，記憶の展示
は，災害という出来事を伝えるものではあるもの
の，災害対策に求められる知見を伝えるとは限ら
ないからである。
　このように，災害という出来事についての多様
な記憶を，集団－個人，公的－私的，研究者－学
習者というように多様な視点から示すことにより，
災害ミュージアムを通し新たな想起が促され，そ
れにより被災経験の継承が可能になるだろう。
　本稿を閉じるにあたって，本研究のテーマであ
る記憶については，社会学，哲学，心理学などの
多様な研究分野において膨大な研究が行われてい
ることを明記しておく。本研究は，それらのすべ
てをカバーするものではもちろんなく，ミュージ
アムの展示を通した災害の記憶の継承という点に
着目し，主に地震災害のミュージアムについて限
定的な考察を行ったものである。ハザードにより
記憶の伝え方が異なるのか，ミュージアム以外の
記憶の場を通した，記憶の伝え方にはどのような
ものがあるのか，などの点については，今後の研
究課題としたい。

謝　辞
　本研究の災害ミュージアム調査の一部について
は，京都大学グローバルCOE「生存基盤持続型の
発展を目指す地域研究拠点」の「次世代研究イニ
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研究並びに現地調査におきましては，木村周平様
（富士常葉大学）をはじめ，松多信尚様（台湾大
学），松岡格様（東京大学大学院）に様々なご協力・
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ご支援・ご指導を賜りました。ここに，感謝の意
を表します。また，阪神・淡路大震災の調査にお
いてご協力を賜りました，佐々木和子様（神戸大
学），末松憲子様・高野尚子様（阪神・淡路大震災
記念　人と防災未来センター資料専門員）に厚く
御礼申しあげます。
　なお，本論文の内容はすべて執筆者の個人的な
見解であり，執筆者所属先の公式見解を示すもの
ではありません。

補　注
１） ここでいう，災害ミュージアムとは，災害に関
する資料の保存・展示を行っている施設のこと
であり，日本の博物館法により制定された登録
博物館，博物館相当施設，博物館類似施設にこ
だわらない。なお，英語の「ミュージアム
（museum）」という言葉は，日本語の博物館・美
術館などを包括する言葉であることから，ここ
では，ミュージアムという言葉を用いている。

２） 前掲のアルヴァックスの記憶の概念に基づく。
３） 調査対象としたのは，過去１５年前後の間に発生
した自然災害の後に設置されたミュージアムで
ある。現地調査のうちトルコについては，木村
周平（富士常葉大学）が，また，台湾について
は松多信尚（台湾大学）が調査を実施した（阪
本他，２００９）。なお，両ミュージアムともに，
著者（阪本）が追加調査を実施し，このうち台
湾については，松多とともに調査を実施した。
なお，野島断層保存館をはじめ，現地調査を
行ったものの，分析に必要な情報が得られな
かったため，本論文の分析対象となっていない
ミュージアムがあることを補足しておく。

４） ミュージアムに展示される資料は，一次資料と
二次資料とに区分される。一次資料とは，実物
あるいは現象に関する現物資料であり，希少性
の高い資料のことを指す。また，一次資料を収
集していく過程で収集されるものが二次資料で
あり，写真，記録，録音，計測，模写がこれに
該当する。本研究では，個々人の記憶を表象す
る現物資料及びハザード現象に関する現物資料
を一次資料として位置付けている。
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